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　皆さんは救命講習会を受けたことがありますか？ AED（Automated External 
Defibrillator：自動体外式除細動器）を知っていますか？ AEDの普及などによっ
て、わたしたち市民でも人命を救うことが出来るようになってきています。
　家族などの尊い命を守るためにも、ぜひ、救命講習を受けてください。

知れば、救える命がある。救命講習会

１月21日　作州にAEDを広める会の救命講習会
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～ 秋坪の晩年～

❸ 特集
  知れば、救える命がある。
　　　　　　  救命講習会
❻ 市政だより
● 市職員給与・定員管理などの状況
●下水道使用料改正のお知らせ
●津山市総合斎場施設使用料の改正
　　　　　　　　　　　　　ほか

12 ふぉと ほっと るぽ
●  第62回津山市成人を祝う会
　　　　　　　　　　　　　ほか

14 みんなのページ･ちゃい
● お･た･よ･り
●  つやまっ子に贈る100冊の本
● きらめく津山人
● イラスト･絵手紙
●  広報クイズ　　　　　　　ほか

17 としょかん
　  　18 こどもひろば
● 日本舞踊津山こども教室
● じどうかん

19 けんこう・そうだん
20 けいじばん
26 くらし
28 Albumあの頃の津山
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しゅうへい

　
明
治
維
新
の
後
、
箕み

つ
く
り作
秋
坪
は
政
府
か
ら
の
出
仕
の
求
め
を
断
り
、
一
度
は

全
て
の
公
職
か
ら
身
を
引
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
再
三
の
要
請
が
あ
り
、

明
治
８
年
（
１
８
７
５
）、
官
立
の
東
京
師
範
学
校
の
摂せ

つ
り理
（
校
長
）
に
就
任

し
た
の
で
し
た
。

　
明
治
政
府
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
の
一
つ
が
、
教
育
制
度
の
整
備
で
し
た
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
８
月
に
は
学
制
が
公
布
さ
れ
、
小
学
・
中
学
・
大
学

と
い
う
学
校
制
度
が
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
実
施
に
伴
い
、
近
代
的
な
教
育

手
法
に
対
応
し
た
教
員
の
養
成
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
小
学
校
の

教
員
を
養
成
す
る
学
校
と
し
て
同
年
５
月
に
設
立
さ
れ
た
の
が
東
京
師
範
学
校

で
し
た
。

　
在
職
中
の
最
も
大
き
な
業
績
は
、
秋
坪
自
身
の
建
議
に
よ
っ
て
、
明
治
８
年

８
月
に
中
学
校
の
教
員
を
養
成
す
る
た
め
の
中
学
師
範
学
科
を
創
設
し
た
こ
と

で
す
。
学
制
で
は
中
学
校
の
教
員
は
大
学
で
免
状
を
得
た
人
が
就
く
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
ま
だ
学
制
に
基
づ
い
た
大
学
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
学
科
を
設
置
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
。
中
学
師
範
学

科
は
、
後
に
独
立
し
て
高
等
師
範
学
校
と
な
り
、
東
京
教
育
大
学
を
経
て
、
現

在
は
筑
波
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
坪
は
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
に
摂
理
を
辞
任
し
、
翌
12
年
（
１
８
７

９
）
に
は
国
立
科
学
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
教
育
博
物
館
の
館
長
に
就
任
し
ま

す
。
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
か
ら
は
図
書
館
長
も
兼
任
し
ま
す
が
、
翌
年
、

願
い
出
て
辞
任
し
、
そ
の
年
の
12
月
３
日
に
、
腸
チ
フ
ス
の
た
め
62
歳
で
そ
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
秋
坪
と
親
交
の
深
か
っ
た
教
育
者
・
中
村
正ま

さ

直な
お

が
書
い
た
秋
坪
の
墓
誌
に
は
、

そ
の
人
柄
に
つ
い
て
「
慎
み
深
く
、
言
動
は
疎お

ろ
そか
で
な
く
、
虚
飾
を
退
け
、
浪

費
を
戒
め
た
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
津
山
藩
主
の
松
平
斉な

り

民た
み

（
確か

く

堂ど
う

）
も
そ

う
し
た
秋
坪
の
人
柄
を
信
頼
し
「
言
葉
と
行
動
が
違
わ
な
い
の
は
、
た
だ
秋
坪

だ
け
で
あ
る
」
と
い
つ
も
周
囲
の
人
に
語
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
急
激
に
世
の
中
が
変
化
し
た
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
時
代
の
大
き
な
う

ね
り
の
中
で
自
ら
の
役
目
を
果
た
し
た
秋
坪
の
功
績
は
、
日
本
の
近
代
化
の
礎

と
な
っ
た
の
で
す
。

▲箕作秋坪肖像画　川村清雄画
（津山洋学資料館所蔵）


